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空間位相変調器を用いた光パルス整形は、物

質の構造や機能を自在に制御する技術として、

様々な物質のコヒーレントフォノンの制御に応

用されてきた[1,2]。しかし 10 fsを切る超短パル

スの波形整形はその広帯域性から技術的に難し

く、適用例が少ないのが現状である。一方でこの

ような超短パルスを用いれば、高周波を含む複数

の振動モードをコヒーレント制御することが可

能となる。本研究では、2 次元空間位相変調器

(LCOS-SLM)により、超短光パルス列を生成し、

次世代パワー半導体である4H-SiCのTA(6.1 THz)

及び TO フォノン(23.3 THz)のコヒーレント制御

を試みた[3]。 

 Ti:Sapphire レーザー(中心波長：800 nm,繰り返

し：86 MHz, パルス幅：~6 fs)を光源として用い

た。ポンプ光を回折格子により波長分解し、

Fourier 面に配置した LCOS-SLM に入射させた。

SLM の液晶 800×600 pixelの 1 pixel 毎に位相変

調を付与し、反射後の逆 Fourier 変換を通し時間

領域に戻すことでパルス整形を行った。整形した

ポンプ光と時間遅延を付けたプローブ光を

4H-SiC に集光し、コヒーレントフォノン測定を

行った。 

例として、強度比が 1:2:1 の 3 パルスをポンプ

光として用いて時間間隔Δ𝑡を変えた場合のコヒ

ーレントフォノン振動のフーリエスペクトルを

図 1に示す。また、用いた 3 パルスを交差相関波

形として測定した結果を挿入図に示した。図より、

TA 及び TO フォノンの周期及び半周期に一致し

たときに強度がそれぞれ増強・抑制される。3パ

ルスの強度・時間間隔を変調することで、複数の

フォノンの強度を自在に変調できる。レーザーの

広帯域性を活かした場合や、モードが多い場合の

結果に関しては、当日報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1: Fourier-transformed coherent phonon spectra 

of 4H-SiC with different time intervals among three 

shaped pulses. 
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